
平成２９年度予算　政策的新規・充実事業一覧

ニュータウンの
活性化に係る取
組の推進

　平成２８年度中に策定予定の「洛西ニュータウンアクショ
ンプログラム」及び「向島ニュータウンまちづくりビジョ
ン」に基づき，「子育て」，「高齢者」,「住まい」，「地
域コミュニティ」等の様々な分野において，地域住民，事業
者，大学，行政などがそれぞれ主体となり，連携を図りなが
らニュータウンの魅力向上に資する取組を推進していく。
　また，ニュータウンの魅力情報を市内外に強く発信し，ま
ちづくりの機運を更に高めるとともに，子育て世代・若者世
代をはじめとした定住促進を図る。

24,000 都市企画部
都市総務課
222-3610

空き家対策推進
事業

　本市では，「京都市空き家等の活用，適正管理等に関する
条例」を平成２６年４月に施行し，「空き家化の予防」「活
用・流通の促進」「適正な管理の推進」「跡地の活用」と
いった総合的な空き家対策に取り組んでいる。
　平成２９年度は，これまでの取組を推進するとともに，新
たに以下の取組を実施する。

・「空き家活用×まちづくり」モデル・プロジェクトで採択
された活用事業と連携した，空き家活用に係る情報発信のた
めの市民参加型イベントの実施
・民間事業者と連携した管理不全空き家に係る所有者の異動
状況調査及び現況調査の効率的な実施

11,600 まち再生・
創造推進室
222-3503

京町家保全・活
用推進事業

　本市では，歴史都市・京都の歴史・文化・まちなみの象徴
である京町家の保全・活用を推進するため，有識者等により
構成する「京町家保全・活用委員会」を設置し，現在，京町
家の保全及び活用に向けた基本的な方針や，解体を事前に把
握し，保全及び活用に繋げる仕組みについて，検討を進めて
いるところである。
　平成２９年度は，これまでの取組を推進するとともに，新
たに以下の取組を実施する。

・京町家の保全・活用を推進する新たな取組の実施
・京町家所有者と活用希望者のマッチング制度の構築

33,300 まち再生・
創造推進室
222-3503
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歴史都市京都に
おける密集市街
地に関する対策
の推進

　本市では，平成２４年７月に策定した「歴史都市京都にお
ける密集市街地対策等の取組方針」に基づき，地域と行政が
一体となった防災まちづくりを進めている。
　平成２９年度は，これまでの取組を推進するとともに，新
たに以下の取組を実施する。

・防災まちづくり計画策定済の優先地区における，計画実現
に向けた自主的，継続的な地域の活動を推進するための支援
策の充実
・防災まちづくりの各取組地区の先進的な取組に係る情報共
有や情報発信による意欲向上を目的とした情報交換会の実施

4,400 まち再生・
創造推進室
222-3503

要安全確認計画
記載建築物（指
定道路沿道）耐
震化対策

　災害時の初動に，重要な拠点施設等を結ぶ道路の緊急車両
等の通行を確保するため，「建築物の耐震改修の促進に関す
る法律」に基づき指定する道路沿道において，地震により建
築物が倒壊した際，道路の通行を妨げるおそれのあるものと
して，耐震診断の実施が義務付けられる建築物に対して耐震
診断に係る費用を助成する制度を創設し，当該建築物の耐震
化を促進する。

27,500 建築指導部
建築安全
推進課

222-3613

「歩いて楽しい
まちなか戦略」
の推進

　本市では，安心・安全な歩行空間の確保や賑わいの創出な
ど，人と公共交通を優先した魅力あるまちづくりを目指す
「歩いて楽しいまちなか戦略」を推進している。
  平成２９年度は，歴史的都心地区内の細街路における，物
流車両による通行や駐停車による影響を抑え，安心・安全な
歩行空間を確保することを目的に，物流事業者や各商店街店
舗を対象としたモビリティマネジメントを実施する。

4,100 歩くまち
京都推進室
222-3483

安心・安全な東
大路歩行空間創
出事業

　東大路通及びその周辺における安心・安全な歩行空間の創
出に向け，地元住民や関係機関と情報共有を図りながら取組
を継続するとともに，歩行環境改善策の検討を進める。

35,400 歩くまち
京都推進室
222-3483
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駅等のバリアフ
リー化の推進

　平成２３年度に策定した「「歩くまち・京都」交通バリア
フリー全体構想」に掲げる１０地区の重点整備地区のバリア
フリー化を推進するため，「京都市交通バリアフリー推進会
議」により，全体構想の進捗管理を行う。また，駅施設（西
院駅（阪急・京福）及び西大路駅（ＪＲ西日本）)のバリア
フリー化事業に対して補助金を交付する。

未定 歩くまち
京都推進室
222-3483

パークアンドラ
イド利用の促進

　ＥＴＣ２．０データなど最新のデータ分析によるドライ
バーの動向を踏まえ，市内への自家用車の流入抑制に効果的
な位置にある，大規模なパーク＆ライド駐車場を重点利用促
進駐車場と定め，インセンティブの設定を含めたより一層の
誘導強化を行う。

8,000 歩くまち
京都推進室
222-3483

京都における自
動運転技術の社
会実装に向けた
研究

　近年，自動運転に関する技術進歩は目覚ましく，自動車が
ドライバーに代わり，アクセル，ハンドル，ブレーキの複数
の操作を同時に行う自動運転技術が実用化されるなど，今
後，急速な普及が見込まれる。
　こうした自動運転に関する技術やサービスの社会実装によ
る展望や課題について，研究・実証することにより，交通・
移動分野における市民の安全や利便性の向上を目指す。

2,500 歩くまち
京都推進室
222-3483

新築住宅の省エ
ネルギー化推進
事業

　近年，より効率的なエネルギー消費が求められる中，国に
おいては，平成３２年までに新築住宅の省エネ化を段階的に
義務化していく方針を示している。
　このため，今後の国の義務化を見据え，努力義務である現
段階から省エネに対する意識や施工技術の向上を図ることに
より，住宅の省エネ化を推進するとともに，京都の自然や気
候に応じた省エネ仕様，暮らし・和の文化を生かした省エネ
住宅を普及させる。

5,000 住宅室
住宅政策課
222-3666
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市営住宅ストッ
ク総合活用事業

　「京都市市営住宅ストック総合活用計画」に基づき，平成
３２年度までの計画的な維持管理やバリアフリー化及び耐震
改修等の改善を図るため，以下の事業を実施する。

・楽只市営住宅団地再生事業
　楽只市営住宅１３・１４・１５棟について耐震化や浴室設
置など，総合的な団地再生事業を行う。
・崇仁市営住宅団地再生事業
　京都市立芸術大学の移転に伴い，老朽化が進んでいる崇仁
市営住宅２１～２７棟について移転建替えを行う。

569,000 住宅室
すまいまち
づくり課
222-3635

都　市　計　画　局　　合計 724,800 12件


